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高

橋

孝

一

平
成
十
八
年
三
月

一
日
、
神
辺
町
は
福
山
市
に
編
入
合
併
し
一ヽ

神
辺

町
の
歴
史
と
文
化
遺
産
は
福
山
市
の
魅
力
を
さ
ら
に
高
め
、
新
た
な
ス

タ
ー
ト
を
切
り
ま
し
た
。
な
か
で
も
、
江
戸
時
代
の
儒
者

・
漢
詩
人

「菅
茶
血
」
と
国
の
特
別
史
跡

「廉
塾
」
は
、
わ
が
郷
土
神
辺
に
と
っ

て
も
新
福
山
市
に
と
っ
て
も
、
誇
る
べ
き
遺
産
で
あ
り
ま
す
。

昨
年
五
月
二
十
三
日
、
茶
山
に
ゆ
か
り
の
あ
る
佛
見
山
萬
念
寺

（神

辺
町
川
北
）
の
山
門
前
に
、
菅
茶
山
詩
碑
が
建
立
さ
れ
ま
し
た
。
施
主

は
会
社
役
員
佐
藤
優
氏
、
同
佐
藤
秀
毅
氏
、
同
佐
藤
卓
己
氏
の
三
氏
で
、

菅
茶
山
の
遺
芳
の
顕
彰
と
、
先
祖
菩
提
寺
で
あ
る
萬
念
寺
に
対
す
る
報

恩
感
謝
の
念
を
こ
め
て
建
立
寄
進
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
ま
す
「

詩
碑
に
刻
ま
れ
て
い
る
漢
詩
は
、
茶
山
詩
の
中
よ
り
、

「廉
塾
」
を

主
題
に
し
た
次
の

「夏
日
雑
詩
　
其
ノ
三
」
で
あ
り
ま
す
。

垂
楊
園
続
古
書
棲
　
ゴ
売
鴎
鵬
■
辞
畿
彎

遮
断
村
薄
事
亦
幽

　

村
声
を
遮
断
し
て
事
も
亦
幽
な
り

知
是
隣
房
催
會
講

　

知
る
　
是
れ
屁
朗

紳
「
議
れ
憾
デ

飢
條
陰
裏
夜
吹
萩

　

鋭
属

っ̈町

裏
　
夜
萩
　
を
吹
く

（口
語
意
訳
）
し
だ
れ
柳
が
古
び
た
塾
舎
を
取
り
囲
み
、
村
の
も
の
音

を
さ
え
ぎ
り
断
っ
て
、
す
べ
て
の
営
み
も
ま
た
静
か
で
あ
る
。
隣
の
家

で
は
寄
合
い
が
行
な
わ
れ
て
い
る
と
み
え
、
風
に
乱
れ
る
柳
の
枝
の
か

げ
の
あ
た
り
で
、
夜
に
あ
た
っ
て
笛
を
吹
く
音
が
聞
こ
え
て
く
る
。

（
「黄
葉
夕
陽
村
舎
詩
」
後
編
巻
八
―
十
九
）

（菅
茶
山
顕
彰
会
会
長
）


